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本論文はこの点を解決するため, メチルメタアクリレ- ト カ- ボン二段レプリカ法を応用して電子顕
微鏡により日本産木本植物の花粉粒の表面構造を明らかにしたものである｡
結果の大要はつぎのとおりである｡
(1) 供試樹種は裸子植物75種 (15科34属), 被子植物176種 (33科69属) で, 日本産主要木本植物のほと
んどすべてがふくまれている｡
(2) 裸子植物中ソテツ属は表面に特徴のあるアナ状クポミをもち, イチョウは線状隆起をもつ｡ 他の針
葉樹では表面に微小球体をもつものと, もたないものとがあって, それぞれ科および属の特徴になる｡ 微
小球体には8種の型があって, これらはいずれも種属の分類の指標にすることが出来る｡
有翼花粉をもつ針葉樹では気のう表面の微小孔の数に種属問で多少の相違が認められる｡ その他指状突
起をもつもの (ツガ属), 帯状隆起をもつもの (ェフェドラ, ベルビチア属), 刺状突起をもつもの (グネ
ム属) などがある｡
(3) 被子植物にはつぎのような型の表面構造を有するものがある｡
i ) 網目状紋を有するもの ( 9種の異なった型に区分出来, それぞれ種属分類の指標に出来る)
ii) 小刺を有するもの ( 2種の異型がある)
iii) 線状隆起を有するもの (2 種の異型がある)





viii) 指紋状隆起を有するもの (2 種の異型がある)
ix) 微小孔とアナ状クポミを有するもの ( 2 種の異型がある)
Ⅹ) 平滑なもの
Ⅹi) 微小球体を有するもの
これらの花粉粒表面構造により, すくなくとも属 (一部は亜属) までの類別は可能である｡ また例えば
分類学上コナラ亜属に属するウバメガシはこの亜属とは別の特徴をもち, むしろブナ属にちかいことがわ
かった｡
(4) 針葉樹花粉の発芽装置の形状と染色体数の問には一つの傾向性が認められた｡ すなわち染色体数 7
- 8 のものには無口のもの, 特定の発芽口をもたないもの, 極にまで達しない長日をもつものが属し, 10
- 11のものには明瞭な発芽帯をもち表面に微小球体をそなえているものが属し, 12- 13のものには溝状の
ものが属している｡
また広葉樹でも同様のことがみられ, 染色体数のすくないものは発芽装置が孔状で, 染色体数の増加に
ともない類孔粒や溝状の発芽装置があらわれる｡ この変化は染色体数 8 - 13, 14- 17, 19- 23および23以
上の四つの群にわけられ, それぞれの群で染色体数の増加にともなって, 発芽装置は上記の変化をくりか
えしていることが認められ牢｡












とより, 樹木分類学, 林木育種研究に貢献するところが, すこぶる多い｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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